
第１号様式の別紙

氏 名 黒潮 道生

研 究 課 題 に 対 す る 計 画

※ 計画欄には、研究を進めるに当たっての取組計画を時系列に記載し、具体的内容欄には、

研究対象となる校種、教科等及び研究のねらい、方向性や方法等をできるだけ具体的に記

載する。

計 画 具 体 的 内 容

４月
・先行文献等の調査
・研究計画の作成（研究仮説と
検証方法の検討）

５月
・実態把握調査の実施

６～７月
・実態把握調査の分析

８月
・検証授業の準備

９月
・検証授業の実施

10 月
・検証授業の分析・まとめ

11 月
・所内発表会

３月
・教育羅針盤での成果報告

・先行文献等から、国や県の現状を把握し、課題を明
確にする。

・研究仮説や検討方法について検討し、研究の日程や
方法を具体的に計画する。

・研究協力校を訪問して、児童（生徒）の実態を把握
するとともに、アンケート調査を行う。

・研究協力校の授業動画等から、児童（生徒）の実態
を分析する。

・アンケート調査の集計、分析を行う。

・研究仮説に基づき、検証授業のための学習指導案を
作成する。

・研究協力校において、検証授業を実施する。

・検証授業の結果を分析し、考察する。

・所内発表会での意見を踏まえて、研究報告書を修正
する。

・教育羅針盤で、研究内容を県内に普及する。

《予想される研究成果》

記入の仕方

・概ね月ごとに記入する。

・「研究計画の作成」「検証授

業の実施」「研究のまとめ」

等の項目で記入すること。

・「計画」欄に記入したことについて、どのような手順

や日程で進めようとしているのか、研究課題として取

り組む内容を具体的に記入すること。

この研究の成果が、どのように本県の学校教育の振興・充実に資すると考えるか、

具体的な内容を含めて書く。



第２号様式

身 上 書

※１ 令和７年４月１日現在の年齢を記入すること。

※２ 大学卒業後からの職歴を記入すること。その際、以下の点に留意すること。

①採用年月が分かるように記入

②研究生・留学生及び大学院派遣の経験がある場合は、期間及び研修機関名を記入

職 名 教諭
ふりがな

氏 名
黒潮 道生
くろしお み ち お

生 年 月 日 昭和６２年１２月 １日生 ３７歳 ※１ 男 ・ 女

現 住 所 高知県南海市・・・・・・

勤 務 校 南海市立文化小学校 免許状の種類 小学校１種

学 歴

高校卒以上

を記入する

こと。

年

H18

H18

H22

月

3

4

3

高知県黒潮高等学校卒
業
土佐大学教育学部教員
養成課程入学
土佐大学教育学部教員
養成課程卒業

年 月

職 歴

※２

年

H22

H25

H29

H31

R３

月

４

４

4

4

4

南海市立よさこい小学
校期限付講師
南海市立太陽小学校教
諭（採用）
南海市立文化小学校教
諭
南海大学大学院教育学
研究科学校教育専攻派
遣（２年間）
南海市立文化小学校教
諭

年 月

希望地における住居又は下宿の有無 有 ・ 無

希望条件その他特記事項

記入の仕方


